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「医療ヘルスケアの未来をつくる」企業

メドレーは、医療ヘルスケア領域の課題を解決するために設⽴されました。
ミッションである医療ヘルスケアの未来をつくるため、
「⼈材プラットフォーム事業」と「医療プラットフォーム事業」を中⼼に事業を展開しています。

会社名

事業内容

代表者

設⽴

本社所在地

グループ会社

株式会社メドレー

⼈材プラットフォーム事業
医療プラットフォーム事業
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次世代医療プラットフォーム「MEDLEY AI CLOUD」
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MEDLEY AI CLOUDは、
病院‧医科診療所‧⻭科診療所‧調剤薬局など
各領域の医療機関が患者‧⽣活者とひとつにつながる、
AI機能を搭載した次世代医療プラットフォームです。

医療従事者が診療や患者との対話に集中できる環境を整えるため、
⾮臨床領域における『AI技術の実装』を重点テーマと位置づけ
本年9⽉1⽇にブランドをリニューアルし、提供を開始しました。
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⽣成AI技術⾰新に伴う『医療AI市場』の成⻑仮説
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医療業務⽀援システム市場規模推計(1)(2)
(億円)

(1) 医療AI市場は、厚⽣労働省「医療費の将来⾒通し」「令和４（2022）年度 国⺠医療費の概況」「第２４回医療経済実態調査（医療機関等調査）報告」より
       弊社にて⼈件費規模を推計のうえ、仮 に0.01％、 2.5％、5％の⽣産性向上⽀援が可能と仮定して算出 
(2) 従来の業務⽀援システム市場は富⼠経済「2022年 医療連携‧医療プラットフォーム関連市場の現状と将来展望」を参照 
(3) 厚⽣労働省「毎⽉勤労統計調査」において、医療福祉の⼀般労働者の現⾦給与総額のうち、所定外給与の割合は5%であること、また同省「医療‧福祉サービス改⾰プラン」にて 
       医療福祉分野の サービス提供量について2040年に5%（医師につ  いては7%）以上の改善を⽬指していることを踏まえ、AI活⽤による削減割合を5%に設定

⽣成AI関連技術の⾰新により、医療従事者の業務軽減に資する医療AI市場が急拡⼤することが予想されます。
現時点で精度の⾼い予測は困難なため、⼈件費のAI置換率を5年で2.5%、10年で5%をベースケースとして仮定しています。
上記シナリオに沿って伸⻑した場合、医療AI市場は2035年には約1.5兆円規模に達すると予測されます。



独⽴型の医療AIソリューションが抱える構造的ジレンマ
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独⽴型AI 電⼦カルテ等の基幹システムと分離した、別のアプリケーションとして提供されているAI製品
主に特定の⼊⼒（画像、⾳声、テキスト）を処理し、専⾨的なアウトプットを⽣成することに特化

カテゴリー 概要 電⼦カルテとの関連性

画像診断‧解析 MRI、CT、レントゲンなどの医⽤画像を解
析し、異常部位の検出や計測を⾏う

画像データそのものが主要なインプッ
トであり、電⼦カルテ内の個別の患者
データは必須ではない

論⽂‧ガイドライン検索 過去の論⽂、治験データ、最新の診療ガイ
ドラインなどを検索し、鑑別診断や治療⽅
針の決定を⽀援する

外部データベースを参照するため、電
⼦カルテ内の個別の患者データは直接
使⽤しない

⾳声認識‧要約 診察室の会話をリアルタイムで⽂字起こし
し、議事録や要約を⽣成する

⾳声データをテキスト化することが主
⽬的であり、電⼦カルテ連携は付加価
値に留まる

問診‧トリアージ 患者が⾃宅や待合室で症状を⼊⼒し、AIが
緊急度や受診の適切性を判定する

判定はカルテ外⼊⼒された主訴に依存
するためカルテ連携なしでも⼀定機能
する
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ひとつながりのクラウド診療⽀援システム「CLINICS」
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※1出典元： ITトレンド上半期ランキング2024（株式会社innovation & Co.、2024年6⽉）
※2出典元：富⼠キメラ総研「ウェアラブル∕ヘルスケアビジネス総調査2024」（2023年実績）
※3 2025年6⽉時点。オンライン診療と電⼦カルテの合計数

電⼦カルテ機能を中⼼に、予約‧受付‧診察‧会計‧請求‧医療DX‧経営分析など
各種機能を⼀体化したAll-in-oneクラウド診療⽀援システムです。

主な実績

最新UPDATE

2025年冬季リリース予定AI要約アシスト

AI⽂書アシスト 2026年リリース予定(開発中)



CLINICSのご紹介 - 機能⼀覧（抜粋）

©2025 MEDLEY, INC. 11

クラウド型電⼦カルテ（レセコン⼀体型）

レセプトチェック

経営分析ダッシュボード

法⼈管理機能

WEB予約（時間帯‧順番*2）

WEB問診

オンライン診療

チェックイン機能（マイナ保険証‧アプリ*1）

スマート会計*1

オンライン資格確認（外来診療）

居宅同意型オンライン資格確認
（訪問診療‧オンライン診療）

電⼦処⽅箋

AI要約アシスト*1

AI⽂書アシスト*2

Reserve with Google連携*1

（マップからCLINICS予約に遷移）

他社システム連携機能

カルテ‧レセコン かかりつけ⽀援機能 医療DX機能 AIアシスト

*1：2025年冬季〜順次リリース予定
*2：2026年リリース予定(開発中)



『電⼦カルテ統合型AI』の構造的利点
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1. Contextual AI（⽂脈理解型AI）の実現

2. Safety-Driven AI（安⼼‧安全なAI）の搭載

- 患者の基本情報、検査結果、処⽅歴などカルテ/レセコン内の過去〜現在のデータを網羅的に理解し、
⾃院の診療特性を踏まえたうえで、該当患者の⽂脈に基づいた最適なアウトプットを⽣成可能

- ⽂章要約などの単体のタスクであっても、リスク可能性をリアルタイムにカルテ上に提⽰し、
該当診療の安全性担保に貢献する機能を搭載することが可能

- e.g. 診察⾳声から薬剤名を特定した際、⽂字起こしと並⾏して該当患者のアレルギー情報を参照
        禁忌薬に該当する可能性がある場合、要約テキスト上にアラートとしてリスクを表⽰する
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AI要約アシストのご紹介
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診察中の患者と医師の会話を録⾳、AIが⾃動要約することでカルテ⼊⼒の負担を⼤幅に軽減。
先⽣⽅が患者さまの診察に専念できる環境を構築します。

診察室内の会話をカルテ上で録⾳し、
リアルタイムに⾃動⽂字起こし

機能1

書き起こし全⽂を⾃動要約し、
1クリックでカルテに転記

機能2

複数の要約テンプレートを提供、
SOAPに限らず⾃由な要約指⽰が可能

機能3



AI要約アシスト - 機能デモ（動画）
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https://docs.google.com/file/d/1c4N9Q6g-JUGW4xuVTyQKv4XfezIurQFo/preview


βテストにおけるFindings 1：業務効率化への貢献
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診察開始からカルテ作成完了に⾄るまでの時間を約11.3％削減 ※1

※1 AI要約アシスト機能をβ検証中の医療機関から抽出した診察サンプルを対象に、類似した診察内容においてカルテ作成にかかった時間を平均値にて算出



βテストにおけるFindings 2：診療の質の向上
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“聞き間違えは想定より少なく、8〜9割は会話内容を正確に要約している”

17

“要約機能が素晴らしい。カルテ⼊⼒⼯数が1/3〜1/4になった”

“初診や⾯談、検査結果説明など、時間のかかる診察の記録に関して
「逐次メモを取らなくて良い」という安⼼感が⼤きい”

“再診等の短い診察を多数繰り返す時間帯でも、カルテに残せる情報量が増えた”



βテストにおけるFindings 3：患者様の受容性
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“録⾳‧要約サービスを利⽤している旨通知しているが反発はなく、
むしろ「最新の技術を利⽤している」「話したことをきちんと記録してもらえる」
など好意的に捉える患者さんが多い”



AI要約アシスト機能の "統合型AI" への進化
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AI要約アシスト機能の "統合型AI" への進化
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未来の展望 1：業務単位でのアシスト機能拡張



未来の展望 2：予習‧対話AIエージェントへの進化
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予約内容

問診

過去の受診歴

緊急性‧優先度判断

検査‧処置事前オーダ

算定項⽬の事前確認

来院プロセスの確認 当⽇に向けた診療事前準備

早期リスク検出
- 問診で⼀定レベル以上のリスクが検出された場合、AIが予約⽇を待たずに該当患者とコミュニケーションを開始
- 当⽇の検査‧診断によって⼤規模病院への紹介が考えうる場合、事前に紹介状の下書きを作成

- 診断が確定した時点で地域連携室等への電話連絡/FAX送信までサポート

医療の質の担保
- 問診回答が事前になされた場合、考えうる傷病リスクに応じて、患者アプリ上で追加問診を⾃動送信



業務効率化と、より良い患者体験を⽀援する


